
①
い
ち
ょ
う
通
り
等
は
２

本
の
整
備
済
み
の
都
道
を

結
ぶ
道
路
。
自
転
車
ナ
ビ
マ
ー

ク
優
先
道
路
と
考
え
る
が
見
解

を
伺
う

②
交
通
量
の
多
い
交
差
点
へ
の

青
信
号
の
時
間
が
延
長
で
き
る

交
通
弱
者
用
の
押
し
ボ
タ
ン
信

号
機
の
設
置
に
つ
い
て
。

①
市
の
自
転
車
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
計
画
に
沿
っ
て
現

在
、
設
置
路
線
の
抽
出
及
び
優

先
度
を
含
め
検
討
中
。

②
信
号
機
の
設
置
権
限
は
警
視

庁
に
あ
る
の
で
、
必
要
に
応
じ

て
要
望
を
し
て
い
く
。

自
転
車
の
安
全
利
用
促
進
と

環
境
整
備
に
つ
い
て

①
２
０
２
０
年
度
に
実
施

予
定
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
活
用
し
た
消
費
活
性

化
策
へ
の
対
応
状
況
に
つ
い
て

②
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
や
図
書
館

カ
ー
ド
利
用
の
検
討
状
況
に
つ

い
て
市
の
体
制
を
伺
う
。

①
カ
ー
ド
を
活
用
し
た
消

費
活
性
化
策
に
つ
い
て
は

国
か
ら
情
報
提
供
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
適
宜
情
報
収

集
し
て
い
る
②
今
後
の
状
況
等

を
注
視
し
な
が
ら
、
活
用
方
法

等
を
検
討
す
る
。
情
報
化
に
つ

い
て
総
合
的
に
推
進
で
き
る
よ

う
な
体
制
を
検
討
す
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

活
用
に
つ
い
て

小
野
寺
克
己

①
５
人
家
族
保
険
税
10
年

前
と
今
は
②
子
ど
も
の
人

数
に
倍
す
る
大
き
な
負
担
、
軽

減
の
減
収
分
は
③
子
育
て
支
援

ナ
ー
シ
ッ
プ
条
例
の
検
討
を
。

①
全
教
職
員
を
対
象
と
し

た
悉
皆
研
修
会
を
企
画
②

様
々
な
人
権
分
野
が
あ
り
委
員

会
で
議
論
い
た
だ
く
③
市
民
意

見
を
聞
き
な
が
ら
考
え
て
い
く
。

①
建
設
業
の
現
状
認
識
は

②
今
後
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
③
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
制
度
の
復
活
を
④
公
契
約
条

例
の
検
討
が
で
き
な
い
か
。

①
厳
し
い
状
況
②
現
状
よ

り
厳
し
く
な
る
可
能
性
あ

り
③
耐
震
改
修
に
係
る
も
の
の
み

で
事
業
化
予
定
な
し
④
市
単
独

で
な
く
国
全
体
で
検
討
す
べ
き
。
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①
教
職
員
向
け
研
修
は
今

後
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か

②
（
仮
称
）
人
権
尊
重
基
本
条

例
へ
の
位
置
付
け
は
③
パ
ー
ト

①
避
難
所
に
な
る
学
校
体

育
館
の
エ
ア
コ
ン
整
備
計

画
を
策
定
す
べ
き
で
は
②
避
難

所
の
感
染
症
対
策
と
し
て
、
マ

ス
ク
の
備
蓄
を
す
べ
き
で
は
。

①
関
係
部
署
と
連
携
し
、

期
日
ま
で
に
整
備
計
画
を

提
出
し
た
い
②
各
自
で
の
用
意

を
原
則
と
す
る
が
、
感
染
症
対

策
で
備
蓄
予
定
。

①
難
聴
と
認
知
症
と
の
関

係
②
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
4141
dB
、
難

聴
の
障
害
者
手
帳
基
準
は
③
補

聴
器
は
早
く
利
用
す
る
の
が
効

果
的
、
促
進
の
た
め
助
成
を
。

①
A
A
I
C
で
原
因
の
約

9
％
と
発
表
②
両
耳
70
嵯

以
上
、
又
は
片
耳
が
90
嵯
以
上
、

も
う
一
方
が
50
嵯
以
上
③
ま
ず

は
普
及
啓
発
実
施
が
必
要
。

国
保
の
多
子
世
帯
へ
の軽

減
を

建
設
業
者
へ
の

振
興
策
に
つ
い
て

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
へ

ｐ
ａ
ｒ
ｔ
３

①
公
立
保
育
園
に
つ
い
て

㋐
充
実
へ
の
考
え
㋑
保
育

時
間
は
利
用
年
齢
の
改
善
を
②

学
童
保
育
に
つ
い
て
㋐
指
数
改

善
の
状
況
㋑
増
設
計
画
前
倒
し

を
③
全
中
学
校
で
女
子
生
徒
が

ス
ラ
ッ
ク
ス
を
選
択
で
き
る
自

由
を
。①

㋐
一
層
の
充
実
が
必
要

と
認
識
㋑
利
用
者
意
見
や

ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
②
㋐
新
年

度
10
月
頃
ま
で
に
改
善
予
定
㋑

計
画
前
倒
し
は
し
な
い
が
待
機

児
を
な
く
す
方
策
を
検
討
す
る

③
配
慮
は
必
要
と
認
識
、
校
長

会
と
調
整
・
検
討
を
行
い
た
い
。

行
き
届
い
た
教
育
環
境
を

社
会
参
加
促
進
の
た
め

高
齢
者
福
祉
の
充
実
を

①
英
語
能
力
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
む

取
り
組
み
②
魅
力
あ
る
学
校
づ

く
り
に
つ
い
て
③
基
礎
学
力
を

つ
け
る
取
り
組
み
④
学
校
と
地

域
と
の
連
携
、
今
後
の
あ
り
方

に
つ
い
て
。

①
Ｔ
Ｇ
Ｇ
で
の
中
学
生
の

体
験
活
動
、
各
校
Ａ
Ｌ
Ｔ

活
用
等
②
主
体
的
･
対
話
的
な

深
い
学
び
の
視
点
で
の
授
業
改

善
が
求
め
ら
れ
る
③
少
人
数
指

導
や
東
京
ベ
ー
シ
ッ
ク
ド
リ
ル

活
用
、
補
習
学
習
実
施
等
④
地

域
の
子
と
し
て
協
力
し
て
い
た

だ
く
、
開
か
れ
た
関
係
を
築
く
。

①
避
難
所
運
営
協
議
会
に

よ
る
特
徴
あ
る
活
動
②
幼

稚
園
・
地
域
セ
ン
タ
ー
で
の
避

難
訓
練
の
必
要
性
③
課
題
の
多

い
福
祉
避
難
所
に
お
け
る
今
後

の
改
善
点
④
液
体
ミ
ル
ク
の
必

要
性
に
つ
い
て
市
の
見
解
⑤
液

体
ミ
ル
ク
の
周
知
。

①
備
蓄
倉
庫
の
自
主
的
確

認・整
理
、児
童
生
徒
向
け

資
機
材
の
講
習
等
②
次
年
度
以

降
の
実
施
に
向
け
調
整
③
段
階

的
に
市
内
事
業
所
等
と
職
員
派

遣
の
協
定
締
結
を
目
指
し
調
整

④
有
用
性
を
認
識
。備
蓄
を
検

討
⑤
健
診
時
等
で
周
知
し
た
い
。

い
ざ
と
い
う
時
の
災
害
対
策

に
つ
い
て

い
の
ち
を
守
る「
が
ん
教
育
」

に
つ
い
て

①
が
ん
教
育
に
対
す
る
教

育
委
員
会
の
認
識
②
外
部

講
師
に
医
師
を
招
い
て
行
っ
た

授
業
の
評
価
③
教
職
員
に
対
す

る
研
修
の
実
施
状
況
④「
東
京

都
が
ん
教
育
推
進
協
議
会
」
提

言
を
踏
ま
え
た
取
り
組
み
。

①
健
康
に
関
す
る
基
礎
的

教
養
と
し
て
身
に
付
け
る

必
要
が
あ
る
②
が
ん
の
イ
メ
ー

ジ
が
変
わ
っ
た
、
早
期
発
見
し

た
い
等
の
生
徒
の
感
想
③
文
科

省
で
の
研
修
に
小
中
か
ら
各
１

名
、
都
の
研
修
に
２
名
参
加
④

実
践
事
例
の
共
有
、
外
部
講
師

の
活
用
。
会
議
体
設
置
の
研
究
。

第1回定例会では、２月28日、３月１日、４日の３日間に
わたり20人の議員が一般質問を行いました。
各議員の主な質問と答弁を要約して掲載します。

岡
村
し
ん

西
村
あ
つ
子

災
害
対
策
、体
育
館
へ
エ
ア

コ
ン
設
置
、マ
ス
ク
の
備
蓄

宮
坂
良
子

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
・
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
の

対
応
に
つ
い
て

と
し
て
多
子
世
帯
へ
の
軽
減
を
。

①
所
得
３
０
０
万
円
資
産

な
し
30
代
５
人
家
族
で

30

20

年
度
29
万
８
８
０
０
円
、

29

30
年
度

37
万
１
２
０
０
円
②
約
２
４
６

万
円
③
国
に
負
担
軽
減
策
要
望
。

子
ど
も
の
権
利
条
約
活
か
し

児
童
虐
待
ゼ
ロ
へ

①
対
策
ワ
ー
カ
ー
の
相
談

件
数
１
０
０
件
、
ワ
ー
カ

ー
の
増
員
を
②
転
出
入
の
引
継

ぎ
は
③
Ｄ
Ｖ
と
虐
待
担
当
の
連

携
は
④
未
受
診
者
へ
の
対
応
は
。

①
複
合
施
設
移
転
後
に
充

実
を
図
る
②
事
案
移
管
の

際
に
情
報
を
共
有
③
日
常
業
務

等
で
連
携
④
勧
奨
通
知
を
送
付
、

地
区
担
当
保
健
師
が
訪
問
。

※
1

南
部
地
域
で
も
身
近
な
相

談
窓
口
充
実
の
要
望
が
強

い
。
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

見
守
り
、
相
談
、
交
流
で
き
る

①
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
経

済
的
支
援
を
②
食
糧
支
援

を
進
め
る
フ
ー
ド
バ
ン
ク
狛
江

へ
の
財
政
支
援
を
③
消
費
税
10

％
増
税
に
反
対
を
。

①
子
育
て
応
援
プ
ラ
ン
の

改
定
の
中
で
検
討
②
子
育

て
応
援
プ
ラ
ン
の
改
定
の
中
で

検
討
③
社
会
保
障
財
源
確
保
の

た
め
必
要
な
措
置
と
考
え
る
。

消
費
税
増
税
に
反
対
を
！
市

民
生
活
守
る
施
策
充
実
を
！

要
望
の
強
い
南
部
地
域
の

バ
ス
交
通
の
利
便
改
善
を

福
祉
の
拠
点
の
早
急
な
開
設
を
。

市
に
お
け
る
地
域
共
生
社

会
実
現
に
向
け
た
包
括
的

支
援
体
制
を
検
討
す
る
中
で
、

財
政
的
配
慮
も
行
い
な
が
ら
方

策
を
練
っ
て
い
き
た
い
。

鈴
木
え
つ
お

こ
ま
バ
ス
と
喜
多
見
団
地

行
き
バ
ス
の
重
な
り
の
改

善
な
ど
交
通
利
便
改
善
を
求
め

る
署
名
が
５
０
０
筆
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
後
の
動
き
は
。

要
望
事
項
の
進
展
は
な
い

が
地
域
公
共
交
通
会
議
の

中
で
改
め
て
要
望
を
し
た
。
事

業
者
と
連
携
し
て
で
き
る
と
こ

ろ
か
ら
進
め
た
い
。

南
部
地
域
に
見
守
り・相
談・

交
流
―
福
祉
の
拠
点
を

①
認
知
症
の
予
防
及
び
早

期
発
見
へ
の
取
り
組
み
は

②
認
知
症
診
断
費
の
公
費
助
成

の
考
え
は
③
医
療
的
ケ
ア
児
に

対
す
る
市
の
支
援
は
④
図
書
館

に
お
け
る
大
活
字
図
書
と
Ｌ
Ｌ

ブ
ッ
ク
の
蔵
書
は
⑤
交
通
安
全

意
識
啓
発
へ
の
標
語
活
用
は
。

①
認
知
症
予
防
講
座
や
も

の
忘
れ
相
談
会
開
催
②
調

査
研
究
を
進
め
る
③
平
成
29
年

度
よ
り
重
症
心
身
障
が
い
児

（
者
）等
在
宅
レ
ス
パ
イ
ト
事
業

実
施
④
大
活
字
図
書
２
１
６
８

冊
、
Ｌ
Ｌ
ブ
ッ
ク
６
冊
⑤
関
係

機
関
と
調
整
の
上
検
討
し
た
い
。

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
狛
江
に
向
け
て

施
設
の
利
用
及
び
申
し
込
み

に
つ
い
て

①
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
の

導
入
目
的
は
②
公
民
館
で

の
調
整
会
に
お
け
る
課
題
は
③

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
か

ら
各
施
設
ご
と
の
稼
働
率
把
握

が
必
要
で
は
④
無
断
キ
ャ
ン
セ

ル
防
止
の
視
点
か
ら
の
ペ
ナ
ル

テ
ィ
ー
制
に
対
す
る
考
え
は
。

①
利
用
者
の
利
便
性
を
図

る
た
め
②
会
社
勤
め
の
方
、

交
渉
が
苦
手
な
方
は
調
整
会
に

お
越
し
い
た
だ
け
な
い
こ
と
が

課
題
③
検
討
し
て
い
く
④
ペ
ナ

ル
テ
ィ
ー
は
あ
る
が
、
引
き
続

き
常
識
的
な
利
用
を
お
願
い
し

て
い
く
。

石
川
和
広

亀
井
和
美
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